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資料３ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
堺市立健康福祉堺市立健康福祉プラザ　視覚・聴覚障害者センターの高橋です点字図書と録音図書の実際の製作作業と完成した図書の利用についてご説明させていただきます。国立がん研究センター　がん対策情報センター編著「もしも、がんが再発したら」をモデルに説明致します



製作について 
  ボランティアと製作する点字図書 録音図書 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はじめに、図書の製作には、点訳・音訳専門のボランティアの力が必要です。音訳奉仕員　点訳奉仕員ではなく、音訳専門員　点訳専門員と呼びたいところです。点字図書館では、ボランティアの養成が大事な事業の一つです。1冊の図書を製作するのに2か月から長くて1年を要します。1年も長くかかるのは、専門書等で調査や処理に時間がかかるからです。専門の講習会を受講していただいた、点字ボランティア　音訳ボランティアに製作していただいています。



 サピエのトップページから 
サピエ図書館へ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
完成した図書は、視覚障害者情報ネットワークサービス　ネットワーク上での図書館に登録致します。登録は、書誌情報と点字データ　音声データ(デイジー)



 
『もしも、がんが再発したら』を 

【検索】 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
完成した図書は、視覚障害者情報ネットワークサービス　ネットワーク上での図書館に登録致します。登録は、書誌情報と点字データ　音声データ(デイジー)



「点字データ」と 
録音図書「音声デイジー」が抽出されます。 

音声デイジーのタイトル【クリック】 



再生ソフト 
「ネットプレクストーク」 
ストリーミング読書 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
６ネットプレクストークでの再生　音声を聞いていただきます



ダウンロードした点字ファイルを 
点字のピンディスプレイで読む 岩井 

使用しているのは、 
「ブレイルメモ」 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
７ダウンした点字ファイルを読む　岩井館長の説明



一冊の本が点字になった場合の対比
の写真 

原本１４４ページ 点字本 ４冊２３７ページ と 触図(エーデル)５枚 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
８点字本の量　



デイジー図書再生機 

デイジー再生機 
「プレクストークPTN2」 携帯用デイジー再生機 

「プレクストークポケット」 

「もしも、がんが再発したら」 録音時間：4時間15分 
「患者必携 がんになったら手にとるガイド」録音時間：19時間17分 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
９録音図書の利用の実際



人体図の触図と音声 

原本 
点字プリンター
で、点字を打ち
出す 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１０触図　エーデルの説明



連携 
必要な専門情報等のアドバイスを受けて調査や処理の短縮。 
→情報を正確に、迅速に提供。 
→専門ボランティアの養成の充実。 
製作した図書の情報を必要とされる幅広い層への提供。 
→多様なメディアでの提供。 
→マルチメディアデイジー・テキストデイジーなどの製作。 
 

今後の情報提供について 

今回をきっかけに、様々な医療情報を、今まで届きにくかった方へ届けて行くこと
ができないか。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
０
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